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要旨： 教育活動の全体を通じて行われる道徳教育と生徒指導との相互関係の充

実を図る取組を通じて、児童の道徳的実践をより確かなものとするため、

道徳科の授業と生徒指導の双方からのアプローチを試みた。 

    道徳科の授業では生徒指導の資料を活用し、質問紙調査を行って効果を測

定した。生徒指導では、学校で活用されている「月別生活目標」及び「学校

のやくそく」の各項目を道徳科の内容項目と結び付け、さらに「関連する

心」として平易な文章として表記することで道徳的実践へとつなぐ指導の一

助となるよう整理・充実を図り、教職員に対して質問紙調査を実施して検証

した。質問紙調査の結果より、本実践が児童の道徳的実践へとつながり得る

との示唆を得た。一方で、授業改善や「関連する心」の見直し・改善等、さ

らなる効果向上のための課題も明らかとなった。 
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道徳教育と生徒指導の相互関係の充実を図る取組に関する一考察 

                              土谷 英純 

 

 

１ 課題設定の理由とその背景 

 「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 特別の教科道徳編」（以下、「道徳編」と記述する。）には、「現

実の困難な問題に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成していく上で、道徳教育も大きな役割を果

たすことが強く求められた」と記されている。道徳は教科化され、特別の教科 道徳（以下、「道徳科」と記述す

る。）となったが、背景には深刻ないじめ問題等の発生があげられる。その解決のために、人間性に深く迫る教育

が求められることが教育再生実行会議の第一次提言で示された。提言では、「心と体の調和の取れた人間の育成に

社会全体で取り組む」とし、「国は教科化により指導内容を充実し、効果的な指導法を明確化する」と記述されて

いることから、筆者は道徳教育の重要性を再認識し、充実を図る取組が必要であることを理解した。 

道徳教育の充実に向けて、「道徳編」からは児童が道徳教育によって身に付けた道徳性を、実効性ある力として

育成していくことが重要であることがうかがえる。さらに「道徳性は、徐々に、しかも着実に養われることによ

って、潜在的、持続的な作用を行為や人格に及ぼすものであるだけに、長期的展望と綿密な計画に基づいた丹念

な指導がなされ、道徳的実践につなげていくことができるようにすることが求められる」との記述から、身に付

けた道徳性を道徳的実践へとつなぐことが求められていることが明らかである。 

また、2022年に改訂された生徒指導提要では「児童生徒が現実の困難な問題に主体的に対処できる実効性ある

力を身に付ける上で、道徳教育が大きな役割を果たすことに強い期待がもたれている」と示されている。更に、

道徳教育と生徒指導を相互に関連させることが重要であること、道徳教育によって培われた道徳性を具現化する

ことが生徒指導の大切な働きであることが指摘されている。「生徒指導提要」の記述からも、道徳科を要とした道

徳教育では、児童生徒の身に付けた道徳性が、実効性ある力として道徳的実践につながることが求められると理

解する。 

生徒指導の目的に注目してみると、「生徒指導提要」では、「児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の

伸長と社会的資質・ 能力の発達を支えると同時に、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えるこ

と」とある。そして、この目的の達成のためには、自己指導能力が重要であることが明示されている。自らの行

動を決断し、実行する自己指導能力には、基準となる“ものさし”が必要になる。筆者は児童生徒が社会に受け

入れられる自己実現を支え、果たしていくための“ものさし”となり得るものは、よりよく生きるための基盤と

なる道徳性に他ならないと理解した。 

 加えて、「生徒指導提要」において、道徳科の授業と生徒指導とは、「実際の指導に際しては、両者は一体的に

働くものである」とし、両者が相互補完関係にあることを示している。更に「道徳教育と生徒指導はいずれも児

童生徒の人格のよりよい発達を目指すものであり、学校の教育活動全体を通じて行うという点で共通」している

ことも明示されている。このことから、道徳科を要とした道徳教育と生徒指導の双方は密接に関連すると理解で

きる。 

 この点については、先行研究からも明らかにされている。「生徒指導と道徳教育の関連性に関する一考察」『群

馬大学教育実践研究第29号』（豊泉2012）では生徒指導と道徳教育の目的について、「生徒指導と道徳教育が協働

育成すべき「豊かな心」」『くらしき作陽大学・作陽音楽短期大学研究紀要第48巻第2号別刷』（秋山2016）では

目標について、その共通点を示した。「積極的な生徒指導の在り方の授業指導」－広島女学院大学での道徳教育と

関連させた授業『生徒指導の研究』の事例－」『広島女学院大学論集第62集』（戸田2012）では、生徒指導と道徳

教育が依存・補完しあった関係にあると述べ、「『特別の教科道徳』と生徒指導」『人と教育第11号』（中山2017）

では、道徳科の授業によって培われる価値観が生徒指導へとつながることを示した。更に「校則を用いた生徒指

導法について：学校における規範意識形成と道徳教育」『埼玉学園大学紀要人間学部篇17巻』（吉村2017）では生

徒指導上、道徳教育は常に意識されておらねばないものとして、双方の関係が切り離せないものであることを指

摘している。 

つまり、密接に関連する道徳教育と生徒指導をそれぞれ別々の取組として実践するのではなく、相互の関係性

を意識し、その充実を目指すことが重要である。そうすることで、児童は日常生活の中で起こり得る困難な問題

にも主体的に対処することができるようになるとともに、実効性ある力が身に付くことで、道徳的実践へとつな

がると理解し本主題を設定した。 

 

２ 実践対象校の状況 



【実践対象校】 

都内公立小学校（区部）  学級数 18  児童数 574人 

【実践時期】  

 2023年10月 

【実践及び調査対象】 

第４学年及び第６学年（合計192人）、教職員（25人） 

 

３ 実践の目的 

 児童に対して、実践対象校内で用いている生徒指導に関わる資料を活用した道徳科の授業を行う。このことに

より、実生活を想起し、自分との関わりで道徳的価値についての理解を深め、現実の困難な問題に主体的に対処

する実効性ある力を育てることで、道徳的実践へとつなぐことを目的とする。また、生徒指導に関わる資料を道

徳科の内容項目と結び付け、その関連を明らかにする。このことにより、実践対象校における生徒指導と道徳教

育の充実を図り、児童の日常生活における道徳的実践へとつながる指導の在り方を教職員に提示することも目的

とする。 

 

４ 実践の方法及び成果の検証方法 

４－１「月別生活目標」および「学校のやくそく」を活用した道徳科の授業実践 

実践対象校で使われている「月別生活目標」や、学校でのきまりやルールが示された「学校のやくそく」を活

用した道徳科の授業を行った。第４学年及び第６学年の児童を対象とし、展開の後半部分でこれらの資料を活用

した。第４学年では「かべに付けた手のあと」「道子の赤い自転車」（『新・みんなの道徳４年』学研）を、第６学

年では「食べ残されたえびになみだ」「前を向いて」（『新・みんなの道徳６年』学研）を用いた。なお、授業に関

する効果を検証するため、児童を対象とする質問紙調査を実施した。 

 

４－２「月別生活目標」及び「学校のやくそく」の整理・充実 

「月別生活目標」及び「学校のやくそく」の整理・充実を目的として、それぞれに記されている各項目を道徳

科の内容項目と結び付け、更に内容項目を平易な表現で文章化して「関連する心」として資料を作成した。また、

発達段階を考慮して低学年用、中学年用、高学年用に分けてそれぞれ作成した。なお、この取組の検証を目的と

して、教職員を対象とする質問紙調査を実施した。 

 

５ 実践内容 

５－１「月別生活目標」及び「学校のやくそく」を活用した道徳科の授業実践 

 授業においては、「月別生活目標」と「学校のやくそく」の２二つの資料を活用した。この資料は、年度当初に

実践対象校の健康安全部（生活指導部）から提案されるもので、年間を通じて各教室に掲示され、児童も教職員

も日常的に目にするものである。また、「月別生活目標」は月曜朝会において担当の教員からの全体指導がある。

このように、これらは児童の日常生活の中に溶け込んでいることから、学習したことを自分の生活との関わりか

ら考えられる教材になり得るものと捉えて活用することとした。 

 第４学年では、内容項目Ｃ「規則の尊重」の教材「道子の赤い自転車」を扱った。この授業では後半部分で「学

校のきまり」を提示し、前半で学んだことを自分の生活との関わりで考えられるようにした。日常的に慣れ親し

んでいる資料を活用することで、授業で学んだことが教材の中だけで完結することなく、自分事として考え、自

己の生き方について考えを深めることをねらいとしている。また、児童が自らの考えを深めたり整理したりでき

るようにするため、ワークシートを活用し書く活動を取り入れた。以下で児童の記述内容（抜粋）を紹介する。 

「○○小のやくそく」を見て、どのようなことを考えますか 

・○○小のやくそくはたくさんあるけれど、どれもとても大切なもので、理由があるからやくそくにな

っているのだなと思いました。 

・やくそくは一人が守るだけじゃだめだから、一人一人がきちんと守ることでみんなが安全に過ごせる

ようになるのだなと感じました。 

・楽しい生活が保てる。理由…やくそくを守るとけがもしないし、安全に生活ができる。 

・ちょっとしたやくそく、ルールだけど、一つ抜けるだけで生活が乱れるので、これから守れていなか

ったルールも少しずつ守っていこうと思います。 



なお、第４学年ではこの他に、内容項目Ｃ「よりよい学校生活、集団生活の充実」を扱った授業を、教材「かべ

に付けた手のあと」において「学校のやくそく」に記されている「きれいでみんなが気持ちのよい空間にしよう」

という約束と関連させて実施した。 

 次に、第６学年の授業について説明する。第６学年では、内容項目Ａ「節度、節制」を扱った教材「食べ残され

たえびになみだ」の授業を行った。この授業では後半部分で当月の「月別生活目標（みんなで使うものをていね

いに使いましょう）」を提示して学んだことを自分の生活との関わりで考えられるようにした。この授業でもワー

クシートを活用して書く活動を取り入れた。次に、記述内容（抜粋）を紹介する。 

「みんなで使うものをていねいに使う」ために自分にできること 

・乱暴に使っている人がいたら注意する。 

・今度、使う人が不快にならないような使い方・しまい方をする。 

・ルールやマナーを守りながら使う。 

・自分もちゃんと丁寧に使い「あの人たちも雑に使っているからいいや」とならず、ちゃんとできてい

ない人のお手本になる。 

なお、第６学年ではこの他に内容項目Ｃ「よりよい学校生活、集団生活の充実」を扱った授業を、教材「前を向

いて」において「学校のやくそく」に記されている「みんなで生き生きと安心して過ごせる○○小」と関連させ

て実施した。 

 

５－２「月別生活目標」及び「学校のやくそく」の整理・充実 

「月別生活目標」及び「学校のやくそく」

については、教職員向けにも整理し提示

した。それは、年間を通じて、各教室に

掲示され、児童や教職員が日常的に目に

し、学校生活のあらゆる場面で活用する

など、指導に欠かすことのできない資料

となっているためである。この資料の各

項目を道徳科の内容項目と結びつけた。

そして、結び付けた内容項目を児童にと

って理解しやすくなるよう文章化して

置き換えた。文章化することによって、

教職員にとっても関連の具体的なイメ

ージが把握しやすくなるなど、指導に役

立てることができると考えたためであ

る。このようにして、文章化した言葉を

「関連する心」として高学年用に提示し

たものが図１である。４月を例にすると

「礼儀」の内容項目を結び付け、文章化

して「時と場に応じて礼儀正しく真心をもって接しようとする心」として示した。同様にして各月の項目に関し

ても「関連する心」として記した。さらに「関連する心」を発達段階に応じて分類し、低学年用、中学年用、高学

年用として整理した。「礼儀」については「気持ちのよい挨拶や言葉遣い、行動をしようとする心（低）」「礼儀の

大切さを知ろうとする心（中）」「真心をもって接しようとする心（中）」「時と場に応じて、礼儀正しく真心をも

って接しようとする心（高）」のように文章化した。なお、「心」という表現について、『道徳ツールとアクティビ

ティでできる「考え，議論する」道徳ワークショップ』（田中、梅澤、彦田2018）では「新学習指導要領における

道徳科の内容項目の具体例には『明るい心』『探求しようとする心』『温かい心』『思いやりの心』『謙虚な心』『広

い心』『愛する心』『感動する心』『すがすがしい心』『優しい心』といった言葉が使われていることからも、アクテ

ィブ・ラーニングの視点を生かした道徳科の授業改善のためには、子どもたちに内容項目をわかりやすくした『心』

という言葉を用いることに合理性があることがわかる。」と解説している。 

「学校のやくそく」についても同様に整理した。全54項目について、内容項目と結び付け、それを「関連する

心」として文章化して提示した。こちらも「月別生活目標」と同様に低学年用、中学年用、高学年用と発達段階に

基づき分類し、作成した。図２は高学年用に「関連する心」と結び付けた「学校のやくそく」である。 

図１ 「関連する心」と結びつけた「月別生活目標」 



以上の生徒指導に関する資料を道徳科の内容項目と結び付け、さらに「関連する心」として文章化して発達段

階に応じて整理したものを、実践対象校の教職員に示し、指導で活用することを提案した。 

図２ 「関連する心」と結び付けた高学年用「学校のやくそく」 

 

６ 結果と考察 

６－１「月別生活目標」及び「学校のやくそく」を活用した道徳科の授業実践 

 授業を実施した第４学年及び第６学年の児童に対して質問紙調査を実施（事前190人、事後192人）して結果

を分析した。質問紙での調査項目については、東京都小学校道徳教育研究会で実施されている調査項目（表１、

２）を活用し、事前および事後に実施した。また、本授業に関する調査項目（表３）を独自に作成し事後に調査し

た。 

表１ 道徳の授業でよく考えているとき（いくつでも） 

項目 事前 事後 

ア 教科書（お話）を読んでいるとき 65％ 66％ 

イ 登場人物の気持ちを考えているとき 67％ 66％ 

ウ 自分の考えを伝えているとき 28％ 28％ 

エ 友達の考えを聞いているとき 42％ 52％ 

オ ふだんの生活と、比べて考えているとき 36％ 67％ 

カ 教科書（お話）以外の先生の話を聞いているとき 30％ 32％ 

キ これまでの自分や、これからの自分について考えているとき 37％ 68％ 

 

表２ 道徳の授業をして、よかったなと思うとき（いくつでも） 

項目 事前 事後 

写真 



ア 教科書のよいお話に、出合ったとき 61％ 64％ 

イ 自分とは、ちがう考えを知れたとき 59％ 59％ 

ウ 自分と、にている考えを知れたとき 38％ 39％ 

エ 自分の考えを伝えられたとき 36％ 32％ 

オ 自分のことを、ふり返ることができたとき 34％ 49％ 

カ 新たな目標ができたり、よりよい自分になりたいと思えたりしたとき 46％ 62％ 

 

表３ 「○○小のやくそく」と「生活目標」を使った道徳の授業について 

どのように思いましたか（いくつでも） 

項目 事後 

ア 道徳の授業と「○○小のやくそく」や「生活目標」が関係していると思った 54％ 

イ 道徳の授業が自分の生活と関係していると思った 57％ 

ウ 道徳の授業で学んだこと自分の生活の中で生かそうと思った 59％ 

エ 「○○小のやくそく」や「生活目標」を使った道徳の授業は分かりやすいと思った。 34％ 

オ その他   

※その他の回答（抜粋）  

・特に思わなかった。 

・これから自分がどう生かしていくのか、具体的にわかり行動にうつしやすくなった。 

・ふだんの生活と比べると、自分が体験したことがあるものだから分かりやすく、今後に 

生かせると思った。 

５％ 

 表１の調査から、自分との関わりで道徳的価値について考えるようになったことが項目・オの数値の上昇から

明確になった。自分との関わりで道徳的価値について考えることとなったことで、学んだことを自分事として捉

え、これまでの自分やこれからの自分の生き方について考えることへとつながっていく。このことは、事前と事

後の調査から得た表１・キ、表２・オの数値の上昇からも理解できる。さらに表１・キに加え、表２・カ「新たな

目標ができたり、よりよい自分になりたいと思えたりしたとき」の数値が上昇した。これまでの自分やこれから

の自分のことを考え、目標を設定し、よりよい自分になりたいと思えることは、実効性ある力を身に付けようと

する児童の道徳的実践へとつながることを示唆するものであると理解できる。また、表３・イ、ウの回答から、

日常生活と関連付けて自己の生き方について考えることで、道徳の授業が自分の生活と関係していることに気付

き、自分自身の問題として受け止め、自分の生活の中で学んだことを主体的に生かそうとすることが明らかとな

ったと判断する。日常生活の中にある様々な困難な問題等も含め、主体的に対処するために学んだことをこれか

らの自分に生かそうとすることも、実効性ある力を身に付け、道徳的実践へつなげようとする児童の姿であると

捉えられる。 

これらの調査結果から、「生活目標」や「学校のやくそく」を活用した授業は道徳的実践へとつながる手だてと

なり得るものであると理解した。 

 一方で課題も明らかとなった。「月別生活目標」や「学校のやくそく」を活用した授業が分かりやすいと思った

児童は34％にとどまる結果であった。つまり三人に二人は分かりやすい授業ではなかったことから、児童の実態

を理解し、適切に教材を活用することが求められるものであると捉えた。また、その他として、「特に思わなかっ

た」と回答した児童もいることから、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」（中教審2021）にも示された

ように、一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することが必要であると考え、授業改善を

図って道徳的実践へとつなぐための指導の工夫が必要であると理解した。 

 

６－２「月別生活目標」及び「学校のやくそく」の整理・充実 

生徒指導に関する上記の資料を道徳科の内容項目と結び付け、更に文章化して「関連する心」と結び付けて表

記したものを25人の教職員に提示し、それらの活用に関する調査を「とてもそう思う」「そう思う」「あまり思わ

ない」「全く思わない」という回答項目を設定し、質問紙にて行った。「道徳科の内容項目と関連した『月別生活

目標』及び『○○小のやくそく』は、道徳教育と生徒指導の関連を意識する指導へとつながるものだと思います

か」の質問では、「とてもそう思う」に９人、「そう思う」に15人が回答している。このことから、教職員が道徳

教育と生徒指導との関連を意識して指導をすることを肯定的に捉えていると理解できる。更に「道徳教育と生徒

指導の関連を図ることで、教育的効果の向上が認められると思いますか」の質問では、「とてもそう思う」に７人



「そう思う」に 18 人が回答している。このことから、教職員は生徒指導と道徳教育との関連を図り、「関連する

心」を表記した資料を活用することが教育的効果の向上へとつながると理解していることが示された。次に、表

４の質問項目へ回答してもらった。 

表４ それ（教育的効果の向上）はどのようなものでしょうか（複数回答可） 

項目 人数 

１ 現実の困難な問題に主体的に対処することのできる実効性ある力が育つ ８人 

２ 日常生活における道徳的実践がより確かなものになる 21人 

３ 道徳的価値についての理解を一層深めることができる 12人 

４ 道徳科の授業を充実させることにつながる ８人 

５ 生徒指導（生活指導）の働き（生きる力として日常の生活場面に具現化でき 

るよう支援）の向上につながる 

18人 

６ 自己に内在しているよさや可能性に自ら気付き、引き出し、伸ばすと同時に、 

  社会生活で必要となる社会的資質・能力が身に付く 

11人 

７ 自己指導能力が身に付く ６人 

８ その他…学級の雰囲気を良好に保ち、学びに向かいやすい環境をつくることで子どもの準

備性を高める効果がある。 

１人 

表４の結果から、「関連する心」を表記した資料は道徳教育と生徒指導との関連を意識する指導につながり、そ

の教育的効果の向上も図られることになり得ることが示されたものと理解する。 

また、その効果については日常生活における道徳的実践が確かなものになったり、生徒指導の働きの向上につ

ながったりするものであると考えられていることも明らかとなった。ところで、回答数21で最も多かったものが

項目２である。この事実は、生徒指導と道徳教育との関連を図り、資料を整理・充実して活用することが、本研

究の目的である道徳的実践につながる指導の実現へとつながることが実証されたと理解できる。また、次いで多

かったのは 18 名からの回答が得られた項目５である。これは、「関連する心」を示したことで、生徒指導にも貢

献する資料となることが捉えられる結果であると判断する。したがって、「関連する心」を表記したこれらの資料

は、道徳教育と生徒指導双方の教育的効果の向上に貢献していると確認できる。 

 その一方で、表４に記されていないが、自由記述として「関連する心」を分類や統合する際に、やや違和感を

覚える内容となっているとの示唆があった。事実、各項目と「関連する心」のつなげ方のイメージが分からず難

しく、表面的なものになりがちであることは否定できない。このことから、「関連する心」に対して、その分類・

統合や整理の段階で教職員の共通理解を図ることが求められると考えた。また、具体的な場面を想定した指導に

ついて説明をしたり、指導資料等を作成したりして活用を促すことも有効であるのではと考えた。更に、児童や

教職員の実態を含んだ学校の実情を考慮しつつ、「関連する心」を精査し、見直し、改善していくことも必要であ

ると理解した。 

 

７ 今後の課題と展望 

 「月別生活目標」及び「学校のやくそく」を活用した道徳科の授業実践は、「月別生活目標」や「学校のやくそ

く」を活用できる教材を吟味し、蓄積していくことで、より広く実践に生かしていけるものとなり得る。今回の

実践では小学校第４学年および第６学年でそれぞれ二つの教材を扱ったが、他の教材や他学年でも実践すること

を想定し、より多くの教材を吟味し蓄積していくことが今後の課題である。 

「月別生活目標」および「学校のやくそく」の整理・充実については、生徒指導に関わる様々な資料を「関連す

る心」と結びつけて行うことが重要であり、現状では改善の余地があると考える。また、実践対象校においては、

「ＳＮＳルール」や「タブレットのやくそく」など、生徒指導に関わる様々な資料が存在する。こうした資料に

も対象を拡げ、「関連する心」と結び付けて整理・充実することで、より道徳的実践の具現化を図ることができる

ものと確信する。 

ところで、道徳教育と生徒指導の双方に共通することとして、継続的、持続的な指導が大切である点が挙げら

れる。『「特別の教科道徳」で大切なこと』（赤堀2017）の中では、「道徳性は、徐々に、着実に養われることによ

って、潜在的、持続的な作用を行為や人格に及ぼす」として、「一朝一夕に養えるものではない」と論述している。

『道徳編』においても「長期的展望と綿密な計画に基づいた丹念な指導」の重要性が指摘されている。本実践を

断続的、一時的なものとせずに、取組を継続し積み重ねていくことが求められていると認識し、これを今後の課

題としたい。 


